
052018  MAYAlways with a SMILE!

PHOTO4

PHOTO5

PHOTO6

PHOTO7PHOTO8PHOTO9

PHOTO3

PHOTO2

配置図 4階平面図

3階平面図

1階平面図

食堂
執務室

静養室 執務室

道場 大会議室

0 15 305 (m)

N

執務室

職員通用口

エントランス
ホール

交通課

主出入口

夜間出入口

キャノピーN

0 30 6015 (m)

至
 宮
古
市
内

県
道
27
7号
線

三陸縦断
自動車道

車庫

待機宿舎

庁舎

駐車場

駐車場

柔軟な内部空間利用が可能

正面出入り口とキャノピー車寄せ

スライドウォールによる間仕切移動が出来る大会議室

ユニバーサルデザインを各所に採用した
エントランスホール

倉庫を介して大会議室と
一体空間利用ができる柔剣道場

オストメイト機能等を完備している多機能トイレ警察庁舎に隣接している待機宿舎忙しい業務の中でも
ゆっくりと休憩いただける和室の静養室

　新しい宮古警察署は乾式工法とすることで内部間仕
切は将来の間仕切レイアウトの自由さおよび建物の軽
量化により躯体への荷重負担を軽減しています。プレ
キャストによる梁構造により大スパンを形成し柱を少な
くすることで内部空間の有効利用が可能となり、自由な
空間形成を実現しています。
　また、一般来客利用空間とその他の空間が交差する
ことなくそれぞれ専用の階段等により区別された階の
構成と空間レイアウトとなっています。4階大会議室は
倉庫を介し柔剣道場と一体空間として利用でき、災害や
事件等発生時の本部機能としても利用できるようにい
たしました。

利用者にやさしい施設
　施設内部の1階の直接の一般来客スペースにおいて
は、ユニバーサルデザインを各所（点字ブロック、受付カ
ウンター、室内サイン、誘導サイン、多機能トイレ、授乳
室の設置など）に採用し、利用しやすい施設環境としま
した。エントランスは各室の窓口に面した大きなゆとり
がある空間としています。
　施設外観は、地域の風景や環境にも調和した誰もが
親しみやすく、三陸沿岸に建つ警察署の顔として青く広
がるリアスの海を象徴するデザインとしました。建物全
面には、雨の日でも待合として利用できる庇の回廊が
設置され、キャノピーの車寄せエリアのほかに車の乗降
りにも利用できるようにしています。

災害に強く、機能を維持する治安拠点

岩手県宮古警察署
施 工 地／岩手県宮古市松山第6地割4番地2
竣工年月／平成29年11月
敷地面積／12,843.24㎡
               警察署庁舎・車庫棟　10,265.66㎡
　　　　　待機宿舎　2,343.44㎡
駐 車 場／来客用104台 職員用29台
　　　　　待機宿舎用19台

（警察署庁舎）
構      造／鉄筋コンクリート造 地上4階建
               ※一部プレキャスト鉄筋コンクリート造
延床面積／3,204.89㎡
（車庫棟） 
構      造／鉄骨造 地上2階建
延床面積／1,018.96㎡ 

（待機宿舎）
構      造／鉄筋コンクリ―ト造 地上3階建
延床面積／1,319.76㎡

配置図・平面図

　岩手県宮古市は岩手県の三陸海岸のほぼ中央に位置する、本州最東端の市であります。
市内は平成23（2011）年3月11日に東日本大震災の大津波により被災し、宮古警察署も
1階が浸水して半壊となる甚大な被害を受けました。その後、旧庁舎を改修して業務を行っ
てまいりましたが、平成29年11月に津波浸水区域外の松山地区に新築移転いたしました。
　本施設は三陸自動車道にも近く、津波や河川氾濫などの災害発生時においても警察機能
が継続できるように敷地を造成によりマウンドアップさせて、機能維持のための非常発電機
も備えております。これらによりすべての人の安全・安心を守り続ける庁舎として職員の機動
性や住民への安全意識の啓蒙や防犯、交通の安全機能が発揮できる拠点となりました。
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